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次
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�
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県
法
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載
事
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）
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致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
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一
部
を
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す
る
規

則

（
都
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計
画
課
）
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（
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次
香
川
県
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健
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療
計
画
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（
医
務
国
保
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）

�
道
路
の
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域
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（
道
路
保
全
課
）

六

�
道
路
の
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用
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始
（
四
件
）

（
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�
道
路
の
位
置
指
定

（
建

築
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告

�
土
地
改
良
事
業
の
適
否
決
定

（
土
地
改
良
課
）

八

�
土
地
改
良
事
業
の
認
可

（

〃

）

�
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧

（
都
市
計
画
課
）

風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
八
号

風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
三

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
号
及
び
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

五

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

第
三
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
五
号
の
改
正
規
定
は
、

同
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
百
十
一
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
別
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
概
要
を
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

第１６号

平 成１６年

２月２７日（金曜日）

規

則

告

示

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

１
申
請
の
概
要

�
申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

丸
亀
市
柞
原
町
３６６

医
療
法
人
社
団
三
愛
会

理
事
長

三
船
和
史

�
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

丸
亀
市
柞
原
町
３６６

医
療
法
人
三
愛
会
三
船
病
院

香

川

県

報

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

（
第
九
一
一
〇
号
）
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病院で病床数が３００以上であるものに設置される洗
浄施設

�流し ７� １０基
�流し １０� ２基
	流し １０� １基

流し台 ４８� １基
�流し台 ４８� ２基
�流し台 ２００� １基

８時から１７時、８時間使用

最 大

４．５～９．５

１００

１００

１５０

４０

５

１

０．２

０．１

０．１

許可日

着手後６月

完成日

通 常

５～９

５０

５０

１００

２０

２

１

０．２

０．１

０．１

種 類

能 力

工事着手予定年月日

工事完成予定年月日

使用開始予定年月日

使 用 時 間 間 隔 及 び １ 日
当 た り の 使 用 時 間

項 目

水素イオン濃度

生物化学的（
／�）酸素要求量
化学的酸素（
／�）要 求 量

浮遊物質量（
／�）

窒素含有量（
／�）

りん含有量（
／�）

�×１０基

�×２基

	×１基


×１基

排出される汚水等

の量（�／日）

排出され

る汚水等

の汚染状

態

工

期

等

０．４

０．４

０．２

０．２

�×２基

�×１基

病院で病床数が３００以上であるものに設置される入
浴施設

�ホーローバス ２００� １基
�ホーローバス ２４０� １基
�ホーローバス ２４０� １基
�ポリバス ２４０� １基
�コンクリート浴槽 １，３５０� ２基
�コンクリート浴槽 １，３５０� １基
�コンクリート浴槽 ２，４００� １基

１０時から１６時、３時間使用

最 大

６～８

８０

６０

６０

１５

２

１．５

許可日

着手後６月

完成日

通 常

６～８

５０

４０

４０

１０

１

０．８

種 類

能 力

工事着手予定年月日

工事完成予定年月日

使用開始予定年月日

使 用 時 間 間 隔 及 び １ 日
当 た り の 使 用 時 間

項 目

水素イオン濃度

生物化学的（
／�）酸素要求量
化学的酸素（
／�）要 求 量

浮遊物質量（
／�）

窒素含有量（
／�）

りん含有量（
／�）

�×１基排出される汚水等

排出され

る汚水等

の汚染状

態

工

期

等

� 特定施設に関する事項
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● 香 川 県 告 示 第 百 十 二 号

１．６

０．８

０．７

１０

５

９

１

０．４

０．５

６

３．５

６

�×１基

�×１基

�×１基

�×２基

�×１基

�×１基

の量（�／日）

し尿処理施設

４００�／日

膜分離活性汚泥処理

連続２４時間

処 理 後

最 大

５．８～８．６

２０

３０

３０

３０

３

通 常

５．８～８．６

１０

１２

１５

２０

１

既設

既設

既設

処 理 前

最 大

５．８～８．６

２５０

１５０

２５０

５０

５

通 常

５．８～８．６

２００

１００

１５０

４０

４

種 類

能 力

汚 水 等 の 処 理 方 式

工事着手予定年月日

工事完成予定年月日

使用開始予定年月日

使 用 時 間 間 隔 及 び １ 日
当 た り の 使 用 時 間

項 目

水素イオン濃度

生物化学的（
／�）酸素要求量
化学的酸素（
／�）要 求 量

浮遊物質量（
／�）

窒素含有量（
／�）

りん含有量（
／�）

処理前及

び処理後

の汚水等

の汚染状

態

工

期

等

４００２８０４００２８０排出される汚水等の量（�／日）

第 １ 排 水 口

最 大

５．８～８．６

２０

３０

３０

３０

３

３，０００

４００

通 常

５．８～８．６

１０

１２

１５

２０

１

１，０００

２８０

区 分

項 目

水素イオン濃度

生物化学的（
／�）酸素要求量
化学的酸素（
／�）要 求 量

浮遊物質量（
／�）

窒素含有量（
／�）

りん含有量（
／�）

大腸菌群数（個／�）

排出水の量 （�／日）

排出水の

汚染状態

� 排出水の汚染状態及び量

� 汚水等の処理施設に関する事項

第２～２６排水口は、雨水専用

（備考） 今回の申請は、新病棟建設に伴う特定施設の設置及び既設特定施設の一

部廃止を行うものであるが、病床数及び職員数に変更は無いため、本事業

場から排出される排出水の汚染状態及び量並びに汚濁負荷量に増減はない。

２ 縦覧の期間及び場所

� 期間

平成１６年２月２７日から

平成１６年３月１９日まで

� 場所

香川県環境森林部環境管理課

丸亀市生活環境部生活環境課
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介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 百 二 十 三 号 ） 第 四 十 一 条 第 一 項 及 び 第 四 十 八 条 第 一 項 第 一

号 の 規 定 に よ り 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 及 び 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 を 次 の と お り 指 定 し

た 。
平 成 十 六 年 二 月 二 十 七 日

香 川 県 知 事 真 鍋 武 紀

● 香 川 県 告 示 第 百 十 三 号

医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 ） 第 三 十 条 の 三 第 十 項 の 規 定 に よ り 、 香 川 県 保 健

医 療 計 画 （ 平 成 十 一 年 香 川 県 告 示 第 二 百 三 十 九 号 ） を 変 更 し 、 第 四 次 香 川 県 保 健 医 療 計 画

を 定 め た の で 、 同 条 第 十 三 項 の 規 定 に 基 づ き そ の 概 要 を 次 の と お り 公 示 す る 。

な お 、 第 四 次 香 川 県 保 健 医 療 計 画 は 、 香 川 県 健 康 福 祉 部 医 務 国 保 課 に お い て 一 般 の 縦 覧

に 供 す る 。

平 成 十 六 年 二 月 二 十 七 日

香 川 県 知 事 真 鍋 武 紀

介 護 保 険

事 業 所 番 号

事 業 所 又 は 施 設 の

名 称 及 び 所 在 地

申 請 者 又 は 開 設 者 の 名

称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び

主 た る 事 務 所 の 所 在 地

指 定 年 月 日 サ ー ビ ス

の 種 類

三 七 七 〇 三

〇 〇 五 六 八

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム き

や ま
坂 出 市 川 津 町 一 九 八 六

番 地 八

社 会 福 祉 法 人 敬 世 会

理 事 長 永 井 弘

坂 出 市 川 津 町 一 九 八 六

番 地 二 二

平 成 十 六 年

二 月 十 三 日

短 期 入 所

生 活 介 護

介 護 老 人

福 祉 施 設

市 町 名

さぬき市 東かがわ市

内海町 土庄町 池田町

高松市 三木町 牟礼町 庵治町 塩江町 香川町 香南町
直島町

丸亀市 坂出市 善通寺市 綾上町 綾南町 国分寺町 綾歌町
飯山町 宇多津町 琴南町 満濃町 琴平町 多度津町 仲南町

観音寺市 高瀬町 山本町 三野町 大野原町 豊中町 詫間町
仁尾町 豊浜町 財田町

圏 域 名

大川保健医療圏

小豆保健医療圏

高松保健医療圏

中讃保健医療圏

三豊保健医療圏

しを行い、「第四次香川県保健医療計画」を策定した。

なお、第４次医療法改正により、これまで県の保健医療計画と併行して各二次保健医

療圏ごとに作成していた「地域保健医療計画」に記載する各二次保健医療圏の状況等の

多くが県の保健医療計画への必要的記載事項となり、従来の地域保健医療計画と内容が

重複することから、今計画については、従来の県保健医療計画及び地域保健医療計画を

包括した計画とした。

２ 保健医療圏及び基準病床数の設定

県民の暮らしを支えていくための包括的な保健医療サービスを提供するための地域的

単位として保健医療圏及び各地域の病院等の基準病床数を設定した。

ア 一次保健医療圏

地域住民の日常生活を支える健康相談、健康管理、疾病予防、頻度の高い一般的な

傷病の治療等、住民に密着した保健医療サービスを提供していく上での最も基礎的な

区域とし、その圏域は市町の行政区域とする。

イ 二次保健医療圏（医療法第３０条の３第２項第１号に規定する区域）

原則として一般の医療需要（高度、特殊、専門的な医療を除く）に対応した入院医

療を圏域内で基本的に確保する区域とし、その圏域は次の表のとおりとする。

表１

第四次香川県保健医療計画の概要

１ 趣旨

本県では、県民だれもが、いつでも、どこでも適切な医療が享受できる体制づくりを

進めるとともに、生涯を通じた健康の保持増進から疾病の予防、診断、治療、リハビリ

テーションに至る一貫したきめ細やかな保健医療サービスを的確に提供できる保健医療

システムの構築を図るため、平成元年２月に「香川県保健医療計画」を策定し、その後、

平成６年３月及び平成１１年３月に計画を見直し、本県における保健医療体制の整備や各

種施策の推進に努めてきたところである。

今般、「第三次香川県保健医療計画」の目標年次の到来に伴い、同計画の必要な見直

ウ 三次保健医療圏

一次及び二次保健医療圏の保健医療体制との連携の下に、特殊な医療提供を確保す
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基準病床数（床）

９９０

３５８

５，１４６

３，７８３

１，４５２

１１，７２９

３，７９２

１６０

２６

圏域名

大川保健医療圏

小豆保健医療圏

高松保健医療圏

中讃保健医療圏

三豊保健医療圏

計

県 全 域

県 全 域

県 全 域

病床の種別

療養病床
及び
一般病床

精神病床

結核病床

感染症病床

るとともに、県全域での対応が必要な保健医療サービスを提供する上での区域とし、
その圏域は香川県の全域とする。

エ 基準病床数（医療法第３０条の３第２項第３号に規定する基準病床数）
基準病床数は、医療法に基づき、同法施行規則に規定する算定式により定めるもの

で、各二次保健医療圏における療養病床及び一般病床並びに県全域における精神病床、
結核病床及び感染症病床について定めるものとされており、本県においては、次の表
のとおりとする。

表２

本県における保健医療の 地勢等

現状 人口

受療の状況等

医療施設の状況

医療機能の状況

保健医療圏と基準病床数 保健医療圏

基準病床数

各論 医療提供体制の整備・充 医療関係施設相互の機能分担と連携

実 医療施設の整備・充実

良質で安全な医療の確保

救急医療の確保

へき地医療の確保

ＩＴを活用した医療の推進

生涯を通じた保健医療対 保健・医療・福祉の連携

策の推進 健康づくりの推進

ライフステージに応じた保健医療対策の推進

多様な保健医療対策の推進

歯科保健医療の充実 歯科保健医療の普及啓発

歯科保健医療体制の整備

安全で健康的な環境の 医薬安全対策の確保

整備 生活衛生対策の推進

医療従事者の養成確保 医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師、准看護師

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士

歯科衛生士、歯科技工士

３ 計画の体系

本計画の体系は、次の図のとおりとし、各論については、各項目ごとに基本方針、現

況と課題、施策の方向及び具体的施策を明らかにした。

第四次香川県保健医療計画体系図

総論 計画の基本的な考え方 計画作成の趣旨

計画の基本的方向

計画の性格

計画の期間

計画の推進方法

香 川 県 報 平 成 十 六 年 二 月 二 十 七 日 （ 第 九 一 一 〇 号 ） 五



●
香
川
県
告
示
第
百
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

三
月
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
主
要
地
方
道
）

二

路

線

名

志
度
山
川
線
（
三
号
）

三

道
路
の
区
域

●
香
川
県
告
示
第
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

三
月
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

久
保
谷
塩
江
線
（
百
五
十
四
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

●
香
川
県
告
示
第
百
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

さ
ぬ
き
市
長
尾
名
七
九
九
番
三
地
先
か

前

一
一
・
六

〜

七
・
五

交
通
安
全
施

設
工
事
に
伴

らさ
ぬ
き
市
長
尾
名
七
九
九
番
三
地
先
ま

で

一
一
・
八

う
現
道
拡
幅

後

一
一
・
六

〜
一
七
・
七

七
・
五

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

香
川
郡
塩
江
町
大
字
上
西
字
下
貝
ノ
股
甲
一
九
八

九
番
一
一
三
地
先
か
ら

香
川
郡
塩
江
町
大
字
上
西
字
下
貝
ノ
股
甲
三
〇
九

番
一
地
先
ま
で

八
・
六

〜
二
三
・
八

二
六
〇

平
成
十
二
年

香
川
県
告
示

第
十
一
号
で

変
更
し
た
区

域
の
一
部

香
川
郡
塩
江
町
大
字
上
西
字
下
貝
ノ
股
甲
二
四
五

八
番
地
先
か
ら

香
川
郡
塩
江
町
大
字
上
西
字
下
貝
ノ
股
甲
二
七
七

番
四
地
先
ま
で

一
一
・
五

〜
二
六
・
二

一
二
〇

そ
の
他
の
医
療
従
事
者

地
域
保
健
医
療
計
画
編

地
域
の
特
性

（
二
次
保
健
医
療
圏
単
位
）

医
療
提
供
体
制
の
整
備

健
康
づ
く
り
の
推
進

４
計
画
の
期
間

本
計
画
の
期
間
は
、
公
示
日
か
ら
５
年
間
と
す
る
。

た
だ
し
、
社
会
状
況
の
変
化
、
保
健
医
療
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
等
に
応
じ
て
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

５
計
画
の
推
進
方
法

本
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
、
関
係
機
関
等
は
も
と
よ
り
広
く
県
民
に
対
し
計
画
を
周
知

し
、
県
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
、
県
、
市
町
、
関
係
機
関
等
が
、
相
互
に
連
携
し
、
総
合
的
に
推

進
す
る
よ
う
努
め
る
。

ま
た
、
各
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
の
意
見
の
収
集
・
反
映
に
努
め
な
が
ら
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
香
川
県
医
療
審
議
会
等
に
お
い
て
協
議
・
検
討
を
行
い
、
計
画
を
適
切
か
つ

効
果
的
に
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

（
第
九
一
一
〇
号
）

六



の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

三
月
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

綾
南
国
分
寺
線
（
百
八
十
三
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

●
香
川
県
告
示
第
百
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

三
月
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

千
疋
綾
上
線
（
百
八
十
二
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

●
香
川
県
告
示
第
百
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
同
年

三
月
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

造
田
綾
南
線
（
百
八
十
五
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

●
香
川
県
告
示
第
百
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
滝
宮
字
原
井
田
五
二
〇
番
三

地
先
か
ら

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
滝
宮
字
原
井
田
五
二
一
番
一

地
先
ま
で

九
・
五

〜
一
〇
・
〇

三
〇

平
成
十
四
年

香
川
県
告
示

第
七
百
九
十

八
号
で
変
更

し
た
区
域
の

一
部

綾
歌
郡
綾
上
町
東
分
字
上
土
井
乙
三
二
〇
番
三
地

先
か
ら

綾
歌
郡
綾
上
町
東
分
字
谷
々
乙
三
四
五
番
一
地
先

ま
で

一
五
・
〇

〜
七
三
・
〇

五
一
七

平
成
十
二
年

香
川
県
告
示

第
六
百
五
十

一
号
で
変
更

し
た
区
域
の

一
部

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

綾
歌
郡
綾
上
町
羽
床
上
字
安
帽
子
二
〇
〇
二
番
一

地
先
か
ら

綾
歌
郡
綾
上
町
羽
床
上
字
安
帽
子
二
〇
〇
二
番
一

〇
地
先
ま
で

一
〇
・
〇

〜
一
二
・
〇

六
六

平
成
十
年
香

川
県
告
示
第

三
百
八
十
二

号
で
変
更
し

た
区
域
の
一

部

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

香

川

県

報

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

（
第
九
一
一
〇
号
）

七



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

坂
土
指
道

第
十
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
六
年
二
月
十
七
日

三

指
定
道
路
の
位
置

綾
歌
郡
国
分
寺
町
柏
原
字
波
指
二
五
三
―
一
、
二
五
三
―
五
、
二
五
四
―
二
、

二
五
五
―
二
及
び
二
五
九
―
一

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
〜
四
・
七
五
メ
ー
ト
ル

延
長

二
一
・
九
七
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
坂
出
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
百
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良
区
が
当
該
中
欄
に
掲
げ
る
土
地
改

良
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
六
年
二
月
六
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
平
成
十
六
年
三
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま

で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
公
告
第
百
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
観
音
寺
市
粟
井
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地

改
良
事
業
（
農
道
整
備
事
業
）
竹
成
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
六
年
二
月
十
七
日
認
可
し
た
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
公
告
第
百
十
四
号

高
松
市
か
ら
香
川
中
央
都
市
計
画
地
区
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

公

告

土
地
改
良
区
名

土

地

改

良

事

業

名

縦
覧
場
所

多
度
津
町
土
地
改
良

区

か
ん
が
い
排
水
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）

森
時
棚
地
区

多
度
津
町
産
業

課

〃

か
ん
が
い
排
水
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）

東
白
方
奥
谷
地
区

〃

〃

か
ん
が
い
排
水
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）

修
理
免
地
区

〃

〃

た
め
池
等
整
備
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）

道
福
寺
上
池
地
区

〃

〃

農
道
整
備
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）
西
村

地
区

〃

〃

か
ん
が
い
排
水
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）

西
白
方
加
比
羅
津
地
区

〃

〃

か
ん
が
い
排
水
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）

大
片
山
地
区

〃

〃

か
ん
が
い
排
水
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）

原
下
東
地
区

〃

〃

農
道
整
備
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
）
三
井

東
地
区

〃

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http : //www.pref.kagawa.jp/
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